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１ 

 

               令和元年度 重点目標の成果 

 

★重点目標１  災害ボランティアの基盤強化 

市と共催で下津町塩津地区と大崎地区を重点地区とした災害ボランティア活動訓

練を実施し、地域住民のほか学生などのボランティアや福祉系専門職団体を交えた災

害ボランティアセンター設置運営、避難所の運営、要支援者の誘導などの訓練を行い

ました。 

また、わんぱく公園周辺で職員による災害ボランティアセンター設置運営訓練を実

施し、業務継続を含め、問題点の検証を行いました。 

また、市内の小中学生及び高校生を対象に防災の研修会を実施するとともに、職員

も研修会や他団体が実施する訓練に参加し、防災意識の高揚を図りました。 

また、台風１９号災害発災後、被災地の栃木市、長野市、郡山市の災害ボランティ

アセンターに職員を派遣し支援に努めました。 

 

★重点目標２  生活支援体制整備事業の推進 

 旧小学校区範囲を単位とした「第２層協議体」設置活動を日方地区(西部圏域)、亀

川地区(東部圏域)、下津地区・大東地区・塩津地区・大崎地区(南部圏域)で実施しま

した。 

 うち、日方地区では、「日方の元気をつくる会」が主体となり、高齢者を中心とした 

地域づくりに防災の視点を取り入れ、助け合い・支え合える地域づくりをめざし、見 

守り・居場所づくりに取り組みました。 

 亀川地区では、各団体から推薦された「亀川ささえ愛」のメンバーが意見交換等を

重ね、その結果、亀川中学校１年生が民生委員と地区内の高齢者宅を訪問しインタビ

ューを実施し、高齢者の地域課題を抽出しました。 

 下津地区では、高齢者を中心とした支え合い・助け合い活動ができる体制整備を目 

指し、地区内のサロン・体操教室・公民館活動などを共有しながら立ち上げの準備に 

着手しました。 

 大東地区では、様々な地域課題の解決に向け、居場所づくり・健康づくりを主体に 

高齢者を中心とした地元の有志が支え合い・助け合い活動等に取り組みました。 

 塩津地区では、行事や活動場所が多くあり地域のつながりも強い長所を生かし、防 

災を中心とした平常時の支え合い・助け合い活動等に取り組みました。 

 大崎地区では、高齢者を中心とした声かけによる見守りなど、支え合い・助け合い

ができる体制整備に取り組みました。 

 

 

 



２ 

 

★重点目標３  ふれあい・いきいきサロン運営支援の拡充 

巽地区と下津地区でそれぞれ１か所サロンが新規に設立されるなど、令和元年度末

での市内のサロン数は計１９か所となり、地域の活動拠点となるふれあい・いきいき

サロンの運営支援の拡充に努めました。 

 

★重点目標４  地域福祉活動の組織づくり 

下津町大東地区において、様々な地域課題の解決に向け、高齢者を中心とした地元

の有志が支え合い・助け合い活動等に取り組む組織づくりを始め、社協も「第２層協

議体」設置に向け代表者等と事前協議を行うなど立ち上げに協力し、加茂郷農協跡を

拠点とした活動組織「大東ふれ愛プラザ方方」が立ち上がり、居場所づくり・健康づ

くり（いきいき百歳体操）を主体に、加茂川の護岸清掃や地域による子どもの登下校

時の見守り活動などを展開し、社協も支援を行いました。   

 

 

 

  

 



３ 

 

Ⅰ．法人運営事業 １ 会議の開催 

 

事業費総額 財源 

２２５，３０４円 市補助金、一般財源 

 

理事会の開催 提出議案等 

第１回 

令和元年６月７日 

（出席理事１０名） 

 

議案第１号 職員の育児・介護休業等に関する規程の一部を改正する

規程について（同意） 

議案第２号 平成３０年度事業報告について（同意） 

議案第３号 平成３０年度法人全体決算について（同意） 

議案第４号 平成２９年度～平成３３年度社会福祉充実計画の終了

について（同意） 

議案第５号 令和元年度第１次補正法人全体収支予算について（同

意） 

議案第６号 評議員選任候補者の推薦について（同意） 

議案第７号 令和元年度第１回評議員会の招集について（同意） 

報告第１号 会長の職務の執行状況について 

第２回 

令和元年６月２８日 

（出席理事１０名） 
議案第１号 会長、副会長の選任について（選任） 

第３回 

令和２年３月１３日 

（出席理事９名） 

 

議案第１号 事務局規程の一部を改正する規程について（同意） 

議案第２号 職員の給与に関する規程の一部を改正する規程につい

て（同意） 

議案第３号 臨時職員等就業規則の一部を改正する規則について（同

意） 

議案第４号 令和２年度事業計画について（同意） 

議案第５号 令和２年度法人全体収支予算について（同意） 

議案第６号 評議員選任・解任委員の選任について（同意） 

議案第７号 評議員選任候補者の推薦について（同意） 

議案第８号 令和元年度第２回評議員会の招集について（同意） 

報告第１号 会長の職務の執行状況について 

 

 

 

 



４ 

 

 

 

 

評議員会の開催 提出議案 

第１回 

令和元年６月２４日 

（出席評議員１２名） 

 

議案第１号 職員の育児・介護休業等に関する規程の一部を改正する

規程について（議決） 

議案第２号 平成３０年度事業報告について（議決） 

議案第３号 平成３０年度法人全体決算について（議決） 

議案第４号 平成２９年度～平成３３年度社会福祉充実計画の終了

について（議決） 

議案第５号 令和元年度第１次補正法人全体収支予算について（議

決） 

議案第６号 

～１７号 理事（１２名）選任について（議決） 

議案第１８号 

～１９号 監事（２名）選任ついて（議決） 

第２回 

令和２年３月３０日 

（出席評議員１４名） 

 

議案第１号 事務局規程の一部を改正する規程について（議決） 

議案第２号 職員の給与に関する規程の一部を改正する規程につい

て（議決） 

議案第３号 臨時職員等就業規則の一部を改正する規則について（議

決） 

議案第４号 令和２年度事業計画について（議決） 

議案第５号 令和２年度法人全体収支予算について（議決） 

議案第６号 

～第７号 理事（２名）選任について（議決） 

評議員選任・解任 

委員会の開催 

 

 

提出議案 

第１回 

令和元年６月１４日 

（出席委員４名） 

議案第１号 評議員（２名）選任について（承認） 

第２回 

令和２年３月２３日 

（出席委員５名） 

議案第１号 評議員（４名）選任について（承認） 

監事会の開催 監査内容 

令和元年５月２８日 平成３０年度事業報告及び法人全体決算について 



５ 

Ⅰ．法人運営事業 ２ 研修会の開催 

 

事業費総額 財源 

８０，０００円 社協会費 

 

事業概要 

社会福祉協議会職員の知識と技術の更なる向上を目的とし、各種研修に取

り組みます。 

 

実施内容・実績 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）研修 

実施日 令和２年３月１９日 

会 場 海南市民会館 

参加者 １５名（正規職員７名、臨時職員８名） 

内 容 

全国社会福祉協議会の「全社協福祉ビジョン２０２０」及び第２

次海南市地域福祉活動計画に示された環境と開発に関する国際

目標であるＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の理解を図りました。 

システム研修 

実施日 令和２年３月２６日 

会 場 海南市民会館 

参加者 １０名（正規職員５名、臨時職員５名） 

内 容 

ホームページの作成技術の向上及び新たな広報手段であるＳＮ

Ｓの理解を図る。また、遠隔地でも会議や研修ができるようオン

ラインによる手法を学びました。 

グラフィック・ファシリテーション研修 

実施日 令和２年３月３１日 

会 場 海南保健福祉センター 

参加者 １１名（正規職員６名、臨時職員５名） 

内 容 

ファシリテーション能力の向上を図るとともに、議論や戦略を可

視化する方法を身につけることで、相互理解や対話力の強化を図

りました。 
 

 

＜主な様子＞  

 



６ 

Ⅰ．法人運営事業 ３ 社会福祉協議会会員の募集 

 

事業費総額 財源 

１９５，０４１円 社協会費 

 

事業概要 

社会福祉協議会は、会の趣旨に賛同し、目的達成のための諸活動に援助・協

力してくださる会員で構成されており、地域での福祉事業を進める際の貴重

な財源となっています。 

 

実施内容・実績 

自治会のご尽力をいただき、住民の皆様方、また民生委員児童委員協議会、

企業、団体等の理解と協力を得て、社会福祉協議会会費を納入していただきま

した。また、社会福祉協議会会費募集への理解促進のためにチラシを作成し、

募集時に配布を行いました。 

 

〇社協会費の状況 

 

予算額 達成率 

6,300,000円 90.3% 

 

 

 

 

 

区 分 金 額 

一般会費（世帯） 5,299,019円 

賛助会費（個人、団体等） 262,000円 

特別会費（個人、企業、団体等） 130,000円 

合  計 5,691,019円 

 

＜参考資料＞ 

 

年 度 一般会費 賛助会費 特別会費 合 計 予算額 達成率 

平成30年度 5,388,131円 255,000円 140,000円 5,783,131円 6,500,000円 89.0% 

平成29年度 5,557,903円 286,000円 155,000円 5,998,903円 6,500,000円 92.3% 



７ 

Ⅰ．法人運営事業 ４ 社会福祉功労者表彰式の開催 

 

事業費総額 財源 

１３７，３１７円 一般財源 

 

事業概要 

社会福祉の推進に多年にわたり活動を続け、その功績が顕著である方に対

して、本協議会会長より表彰又は感謝の意を表し、その功績と労苦に報いると

ともに、社会福祉の増進に資することを目的に開催します。 

 

実施内容・実績 

 

開 催 日 令和元年１０月２９日 

会  場 海南保健福祉センター 

被表彰者 

市社協会長表彰 

心配ごと相談員功労者        １名 

  民生委員・児童委員功労者     １０名 

  社会福祉関係団体役員、職員功労者  ４名 

市社協会長感謝 

  社会福祉事業協助者        ５団体 

 

＜主な様子・参考資料＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

○令和元年度和歌山県社会福祉功労者表彰式 

 

 

 

 

 

 

 

開 催 日 令和元年１０月７日 

会  場 県民交流プラザ和歌山ビッグ愛 

本市被表彰者 

県社協会長表彰 

  民生委員・児童委員功労者      １名 

  ボランティア功労者     １名・１団体 



８ 

Ⅰ．法人運営事業 ５ 指定寄附金の配分 

 

事業費総額 財源 

３０，０００円 指定寄附金 

 

事業概要 

寄附者からの指定による寄附金につきまして、本協議会を通じて配分を行

います。 

 

実施内容・実績 

寄附者の指定（交通遺児のために）により、本協議会にいただきました寄附

金につきまして、市内の交通遺児の子どもに届けました。 

 

 （指定寄附金） ６件  ９０，０００円 

 

 （配 分 金） １名  ３０，０００円 

 

 

※１名当たりの配分金の上限額を３０，０００円とし、指定寄附金と 

配分金との差額については、次年度以降に配分金の財源が不足した 

場合に充当するため繰越しています。 

 

 

 

＜参考資料＞ 

 

    ○本年度の収支状況 

収 入 支 出 

指定寄附金 ９０，０００円 配 分 金 ３０，０００円 

前年度繰越金 ８０，０００円   

計 １７０，０００円 計 ３０，０００円 

※収支差額 １４０，０００円については、次年度へ繰越します。 

 

 

 



９ 

Ⅱ．地域福祉事業 １ 福祉団体への活動助成金の交付 

 

事業費総額 財源 

５９０，０００円 共募配分金 

  

事業概要 

社会福祉関係団体が行う社会福祉活動に対し、助成金を交付することによ

り、当該団体を育成・支援するとともに、地域の社会福祉活動の活性化を図り、

もって社会福祉の向上に資することを目的としています。 

 

実施内容・実績 

令和元年度 社会福祉関係団体助成金を、下記の団体へ払い出しました。 

 

 
 助成金交付団体名 助 成 額 

海南市老人クラブ連合会 90,000円 

海南市障害児者父母の会 160,000円 

海南市更生保護女性会 40,000円 

紀西保護司会海南分会 30,000円 

手話サークル「青空」 30,000円 

海南たんぽぽの会 30,000円 

海南市身体障害者連盟 200,000円 

紀の国断酒会友綱 10,000円 

合  計  590,000円 

 

＜主な様子＞  

   【海南たんぽぽの会】 
【海南市老人クラブ連合会】 
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Ⅱ．地域福祉事業 ２ 民生委員児童委員協議会活動への助成、民生委員互助共励事業  

 

事業費総額 財源 

１２７，０６９円 共募配分金 

      

事業概要 

民生委員児童委員協議会活動を支援し、助成を行うとともに、民生委員・児

童委員の互助と共励を基盤として、活動の充実振興を図ることを目的として、

県社会福祉協議会の互助共励事業に係る事務を行います。 

 

実施内容・実績 

民生委員児童委員協議会活動を支援し、上記事業費の助成を行いました。 

また、民生委員互助共励事業の給付内容は次のとおりです。 

 
 

種   別 件  数 金   額 内   訳 

一般傷病 １２件 １２０，０００円 ＠10,000×12件 

 

＜参考資料＞ 

※ 民生委員互助共励事業では、民生委員・児童委員を会員とし、会員の死亡、傷病、災害 

にかかる弔慰金または見舞金の支給を行っています。 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種  別 金  額 

公務関係 

(1)死亡弔慰 

公務死亡 

 

100,000円～200,000円 

(2)傷病見舞 

公務傷害、公務疾病 

 

30,000円～150,000円 

一般給付 

(1)死亡弔慰 

一般死亡 

配偶者死亡 

 

30,000円 

15,000円 

(2)傷病見舞 

一般傷病 

・療養2か月未満 

・療養2か月以上 

 

 

8,000円 

10,000円 

(3)災害見舞 

・全壊、大規模半壊 

・半壊 

 

100,000円 

50,000円 
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Ⅱ．地域福祉事業 ３ 用具等貸与事業 

 

事業費総額 財源 

８５，８１４円 共募配分金、社協会費、その他（利用料） 

 

事業概要 

高齢者や障害者等の日常生活での負担とその家族の介護に対する負担の軽

減を図るため、また自治会や学校等の車イス体験及び防災研修会等の開催を

支援するため、車イスを貸し出します。 

チャイルドシート等の使用を促進し、幼児の生命又は身体に対する危害の

防止を図るため、チャイルドシート等を貸し出します。 

住民の交流及び健康増進を図るため、グラウンド・ゴルフ用具を貸し出しま

す。 

 

実施内容・実績 

ア 車イスの貸出し 

 

 

 

 

イ チャイルドシート等の貸出し 

品  名 貸 出 件 数 

チャイルドシート ５件 

ジュニアシート ２件 

 

ウ グラウンド・ゴルフ用具の貸出し 

品  名 貸 出 件 数 

グラウンド・ゴルフ用具 ８件 

 

 

貸出先 貸出件数 貸出台数 

個  人  ２４件  ２４台 

自治会等   ４件  ３１台 

 

＜参考資料＞  

 

チャイルドシート ジュニアシート 

グラウンド・ゴルフ用具 

・クラブ 

・ボール 

・ホールポスト 

・スタートマット 

 など 
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Ⅱ．地域福祉事業 ４ 広報事業 

 

事業費総額 財源 

１，９８５，８７０円 共募配分金、社協会費 

 

事業概要 

社会福祉協議会の事業や活動について、住民の方々に幅広く知っていただ

くため広報紙を発行し、また、ホームページにより情報を発信します。 

 

実施内容・実績 

・広報紙の発行 

広報紙「かいなんし社協」を毎月発行し、自治会の方々のご尽力をいただ

き、市内各戸に配布しました。 

・ホームページによる情報提供 

ホームページに適宜、地域活動の状況等を投稿する他、各種募集案内など

社会福祉協議会からの情報を提供しました。 

 

＜参考資料＞ 

 

 
広 報 紙 ホームページ 
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Ⅱ．地域福祉事業 ５ 世代間交流事業 

 

事業費総額 財源 

２４０，３８９円 共募配分金 

 

事業概要 

子どもたちと家族のふれあいや、世代間の交流と青少年の健全育成を目的

に催しを行います。 

 

実施内容・実績 

海南市グラウンド・ゴルフ協会及び近隣の民生委員の協力を得て、グラウン

ド・ゴルフを開催しました。 

  期 日：令和元年１１月３０日 

  場 所：別院グラウンド・ゴルフ場 

参加者：小学生８名、大人２５名 

 

 

 

 

＜主な様子・参考資料＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 度 開 催 内 容 参 加 者 数 

平成 30年度 ふれあい福祉フェスティバル 延べ 500名 

平成 29年度 
ふれあい福祉フェスティバル 

工作体験（2回） 

延べ 400名 

102名（うち子ども 55名） 
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Ⅱ．地域福祉事業 ６ ボランティア活動推進校の普及及び支援 

 

事業費総額 財源 

５０８，６４６円 共募配分金、社協会費 

  

事業概要 

児童及び生徒の社会福祉への理解と関心を深めることを目的に、この事業

に取り組む学校をボランティア活動推進校として２年間指定し、活動に対す

る支援を行います。 

 

実施内容・実績 

●ボランティア活動推進校に指定された１０校への支援として、助成金（各 

５０，０００円）を交付しました。 

学校名 主な取組内容 

黒江小学校 
暑中見舞い状を地域の高齢者に届け、高齢者よりお

礼状をいただくなど手紙を通しての交流 

内海小学校 
海南駅前広場にボランティアと一緒にプランター

の寄せ植えの設置 

亀川小学校 バザー開催の収益金を日本赤十字社へ寄付 

中野上小学校 見守り隊とのランチ交流会、高齢者施設への訪問 

下津小学校 クリーンパトロール、アルミ缶・スチール缶の収集 

加茂川小学校 
高齢者施設への訪問、高齢者に年賀状を送付、ペッ

トボトルの収集 

海南中学校 地区民生委員と園芸委員による花の苗植え 

亀川中学校 
地区人権尊重推進委員と園芸委員が花の種をまき、

開花後に公民館などに設置 

下津第一中学校 
下津幼稚園で読み聞かせボランティアを行い、園児

を学校に招待し、ゲーム等で交流 

下津第二中学校 塩津区民と一緒に露の浜を清掃 
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Ⅱ．地域福祉事業 ７ ボランティア体験事業の実施 

 

事業費総額 財源 

４６，６２９円 共募配分金、社協会費 

  

事業概要 

ボランティア活動へのきっかけづくりとして、小学生以上の学生が、夏休み

期間を利用し、様々なボランティア活動を体験することを目的に実施します。 

 

 

実施内容・実績 

●夏のボランティア体験月間事業 

期   日：令和元年７月２０日～８月２０日 

参 加 者：延べ１８０名 

小 学 生  ４０名 

中 学 生 １０７名 

高 校 生  ２８名 

専門学校生   ５名 

プログラム：１１プログラムで３０回実施 
 

プログラム名 参加人数 

高齢者とレクリエーション体験 ３５名 

高齢者の買い物手伝い体験  ２名 

ふれあい・いきいきサロン体験  ６名 

夏まつり体験 ２２名 

こども食堂体験  ９名 

読み聞かせ体験  ２名 

学童保育体験 １８名 

保育体験  ９名 

環境美化体験 １４名 

収集体験 ３３名 

盲導犬・セラピー犬ふれあい体験 ３０名 

 

＜主な様子＞ 

 

 

高齢者とレクリエーション体験 保育体験 
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Ⅱ．地域福祉事業 ８ 災害ボランティア活動の促進及び基盤強化 

 

事業費総額 財源 

１，３２８，４１３円 共募配分金、社協会費 

 

事業概要 

県社会福祉協議会との災害協定に基づき、被災地支援に取り組むとともに、

今後の大規模災害発生に備え、災害ボランティア活動訓練等を行います。 

 

実施内容・実績 

○災害ボランティア等による支援（令和元年台風第１９号で被害） 

期 日 場 所 参加者 内容等 

令和元年１０月３１日

～１１月２日 
栃木市  ２名 被災者支援 

令和元年１１月～１２

月（全７回） 
長野市 

延べ 

１３名 
被災者支援 

令和元年１１月２３日

～１１月２８日 
福島県郡山市   １名 

郡山市災害ボランティア

センターの運営支援 

○訓練の実施 

期 日 場 所 内容等 

令和元年９月２０日・

２１日 

塩津・大崎

地区等 

災害ボランティア活動訓練等 

（海南市・海南市社協共催） 

１，２００名規模 

令和２年１月２０日 
わんぱく 

公園周辺等 

災害ボランティアセンター設置運営訓

練 

〇研修会等の実施 

下津第二中学校  防災学習  （令和元年９月１９日・２１日） 

大東小学校    防災学習  （令和元年９月１１日・１９日） 

防災学習・学生プログラム   （令和元年９月２０日） 

県立海南高等学校 防災スクール（令和元年１２月６日） 

○研修会等への参加 

  第４回災害時の連携を考える全国フォーラム（東京都） 

災害ボランティアセンター中核スタッフ養成研修（和歌山市） 

  シニア災害ボランティアセミナー（田辺市） 

  広域・同時多発災害対応訓練（田辺市）※県社協・県災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ等主催 

 

＜主な様子＞  
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Ⅱ．地域福祉事業 ９ 善意銀行運営事業 

 

事業費総額 財源 

１，３７２，７８２円 善意銀行預託金 

 

事業概要 

住民の方々や企業、団体等から預託された善意の預託金を必要としている

団体等に払出し、地域福祉の増進を図ります。 

 

実施内容・実績 

運営委員会の審議を経て、預託金を払出しました。 

●預託金 

  （任意預託） ２７件   ２７０，６３１円 

●払出し 

（任意預託）  ６件 １，３７２，７８２円 

 
 

団 体 名 内  容 払出金額 

社会福祉法人一峰会 

 あすの実 
ラベルプリンター 223,560円 

社会福祉法人あおい会 

 もなみ 
キャンプ用品一式 300,000円 

社会福祉法人ふじの会  

五月山こども園 
絵本、図鑑、紙芝居等 264,978円 

社会福祉法人 

和歌山県福祉事業団  

多機能型事業所あかり 

業務用冷蔵庫 269,244円 

海南たんぽぽの会 
締め太鼓・長胴太鼓張替 

長胴太鼓締め直し 
207,000円 

なかよし会 三味線張替 108,000円 

 

＜参考資料＞ 

年  度 
任意預託払出し 指定預託払出し 

件  数 金  額 件  数 金  額 

平成３０年度 ４件 ９０３，９８５円 ３件 ６８，９８９円 

平成２９年度 ５件 １，１００，８３８円 ２件 ６０，０００円 
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Ⅱ．地域福祉事業 １０ 心配ごと相談事業 

 

事業費総額 財源 

８６，２６４円 社協会費 

 

事業概要 

住民の日常生活上のあらゆる相談に応じ、行政相談も含め個人の心配ごと

などに対する助言や援助を行って解決に努めると共に、他の機関において解

決するのが適切な相談については斡旋による解決に努め、住民の福祉増進を

図ります。 

 

実施内容・実績 

○相談所運営状況 

 
 

相談日時・場所 

毎週金曜 10：00～16：00（祝日等を除く） 

海南保健福祉センター１階 

毎月 10日、25日 13：00～16：00 

（土曜、日曜の場合は翌月曜） 

下津保健福祉センター１階 

相 談 員 民生委員１５名・行政相談委員３名 

開 設 日 数 ６５日 

相談利用者数 延べ５３名（男１６名・女３７名） 

面接総時間数 ３９時間１５分 

 

＜参考資料＞  

相談内容及び取扱件数 

  相 談 内 容 

 

 

 

 

件 数 

１ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 

合 
 
 
 

計 

生
計 

年
金 

職
業
・
生
業 

住
宅 

家
族 

結
婚 

離
婚 

健
康
・
保
健
・
衛
生 

医
療 

人
権
・
法
律 

財
産 

事
故 

児
童
福
祉
・
母
子
保
健 

教
育
・
青
少
年 

障
害
者
児
福
祉 

母
子
福
祉
・
父
子
福
祉 

高
齢
者
福
祉 

苦
情 

そ
の
他 

取 扱 件 数 14 2 5 15 22  1 7 1 6 11   2 4  3 5 19 117 

処 

理 

状 

況 

解  決 4 2 1 3 5   1  2 3    1  1  5 28 

再  来   2  1   1           1 5 

民生委員    1 1            1  2 5 

他 機 関 5  2 4 6    1  4    1  1 2 4 30 

そ の 他 5    7 9  1 5  4 4   2 2   3 7 49 

 



19 

Ⅱ．地域福祉事業 １１ 福祉教育事業 

 

事業費総額 財源 

３４８，６９４円 社協会費 

 

事業概要 

学校や身近な地域の方々等と共に取り組む福祉教育プログラムを通して、

まちに住む様々な人が地域の福祉課題に気づき、ノーマライゼーションの考

えに基づく福祉の心を育むことを目的に行います。また福祉教育サポーター

（１１名）の皆様と一緒に昨年度の取り組みについて、振り返りを行います。 

 

実施内容・実績 

 

【地域の方々と共に取り組むプログラムの実施】 

小学校及び中学校で実施した計４０回の福祉教育プログラムのうち、地域の

方々と連携して２４回取り組みました。 

実施先 

小学校 中学校 地 域 

日方小学校 

大野小学校 

中野上小学校 

大東小学校 

加茂川小学校 

亀川中学校 

東海南中学校 

下津第一中学校 

下津第二中学校 

 

たつべパークランド 

 

 

 

 

回 数 ２１回 １９回 １回 

人 数 

(延べ) 
５７０名 ８３０名 ２９名 

内 容 

車いす体験、アイマスク体験、高齢者

疑似体験、車いすバスケットボール体

験、高齢者インタビュー、福祉まち歩

き、高齢者施設交流会 など 

地域合同 

クリスマス会 

＜主な様子＞ 
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Ⅱ．地域福祉事業 １２ ボランティアセンター活動事業 

 

事業費総額 財源 

５，０９９，８０２円 市補助金、共募配分金、社協会費、一般財源、その他（利用料） 

  

事業概要 

ボランティア活動をしたい人とボランティアをお願いしたい人とをつなぐ

調整役を行います。また、ボランティアに関する相談や情報の提供、ボランテ

ィア活動の支援等を行い、地域の助け合いや支え合える関係づくりを目指し

ます。 

 

実施内容・実績 

⚫ ボランティアの相談、登録及び斡旋 

1.相談件数 ５件 

2.登録グループ数 ４８グループ 

3.実登録者数 ８３７名 男性：１９５名 女性：６４２名 

うち新規登録  ６８名 男性： ３８名 女性： ３０名 

4.前年度の実登録者数 ８５４名 男性：１７０名 女性：６８４名 

 

⚫ ボランティア情報の提供 

ボランティアグループの紹介や参加募集等を広報紙やホームページを通じ

て、情報の提供や啓発を行いました。 

 

⚫ ボランティア活動の支援及び育成 

1. ボランティア活動保険への加入促進 

安心してボランティア活動ができるようボランティア活動保険への 

加入に努めるとともに、社協に登録されたボランティアのうち Aプラ 

ン及び Bプランに加入された方の保険料の一部を負担しました。 

Aプラン Bプラン 天災 Aプラン 天災 Bプラン 

７２７名 １３４名 ９名 １８名 

 

2. 食事サービス活動への支援 

    食事サービスを提供するボランティアグループに対して、材料費等の

支援を行いました。 

グループ名 活動延べ人数 配食総数 実施回数 

給食ボランティア 

わかば会 
３２４名 １，１５５食 年９回 

大野地区 

配食ボランティア 
１０５名 ４７３食 年１１回 
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3.ボランティア活動支援事業助成金の交付 

    ボランティア活動の拡充及び促進を図るため、ボランティアグルー

プに対して助成金（上限 20,000円）の交付を行いました。 

交付数 交付金額 

１８グループ ３３３，８３４円 

 

4.ボランティアルームの開設 

    海南保健福祉センターにおいて、ボランティア相互の情報共有や交流

の場としてのボランティアルームを開設しました。 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

回数 5 8 10 4 1 2 3 3 4 3 2 1 

 

⚫ ボランティア連絡協議会との連携 

1.海南市ボランティア連絡協議会総会の開催（１回） 

  2.海南市ボランティア連絡協議会理事会の開催（３回） 

  3.海南市ボランティア連絡協議会海南支部理事会の開催（３回） 

  4.海南市ボランティア連絡協議会下津支部理事会の開催（５回） 

 

 海南支部 下津支部 

行 事 名 ふれあい交流会 
きて みて 体験 

ボランティアの集い 

目  的 
障害児者とのふれあいと親睦

を深める 

ボランティアを始めるきっか

けづくり 

参加人数 ９８名 ３５５名 

内  容 

1.亀川人形劇サークルはちの巣 

「エプロンシアター」 

2.グラウンド・ゴルフゲーム 

ピンポンカップインゲーム 

3.災害に関する○×クイズ 

4.つくし 

「アコーディオン・歌」 

5.大野フラワーズ 

「ソーラン節、炭坑節」 

【きて】 

牛丼・フランクフルト・チキンナ

ゲット・豚汁・飲み物等の販売、

おもちゃ修理、地震体験 

【みて】 

大型絵本・紙芝居・日本舞踊・お

遊戯等の披露 

【体験】 

絵手紙・手芸・防災グッズづくり 

＜主な様子＞  

 
ふれあい交流会 きて みて 体験 ボランティアの集い 
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Ⅱ．地域福祉事業 １３ ふれあい・いきいきサロン支援事業 

 

事業費総額 財源 

５，３２３，５１５円 

 

市補助金、社協会費、一般財源 

 

事業概要 

地域住民の孤立感の解消、地域の見守り、健康づくりを目的として、身近な

地域の人々が気軽に集まり、おしゃべりや体操などを楽しみながら仲間づく

りの支援を行います。 

 

 

 

１９か所のサロンに運営支援のほか、活動費・設立費用等（計８６１，７１０円）

を助成しました。 

地区 サ ロ ン 名 主 な 活 動 場 所 実施回数 

黒江 

船尾 

だいこんの会 船尾地区集会所 10回 

フレッシュくろえ 黒江防災コミュニティセンター 11回 

日 方 
陽だまりサロン 日方東部児童会館 10回 

みんなのカフェ 海南駅前地区集会所 49回 

内 海 幸進サロン 内海公民館 17回 

冷 水 喜楽会 冷水地区集会所 13回 

大 野 
ひまわりの会 大野地区集会所 10回 

サニー井田サロン サニータウン内 民家 10回 

亀 川 かめっこサロン 亀川公民館  6回 

巽 

さわやかサロン たつべパークランド集会所 11回 

たのしい会 大谷児童会館  9回 

阪東いきいきサロン 重根西部地区集会所  7回 

サロンぼたん 下村地区集会所  9回 

🈟 宮橋いきいきサロン 宮橋地区集会所  9回 

南野上 ひや水なかよしサロン ひや水地区集会所 12回 

下 津 
新田わくわくサロン 新田児童館  6回 

🈟 歌声サロン四季の会 光輪寺  1回 

大 東 加茂郷いきいきサロン 加茂郷公民館  6回 

大 崎 大崎いきいきサロン 大崎会館  4回 
 

＜主な様子＞ 
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Ⅱ．地域福祉事業 １４ 地域福祉活動計画進行管理事業 

 

事業費総額 財源 

７９８，７０５円 社協会費、一般財源 

 

事業概要 

市民、学識経験者や地域福祉関係者等で構成する地域福祉活動計画策定検

討会において、行政と連携を図りながら「地域福祉活動計画」を策定します。 

 

実施内容・実績 

第２次海南市地域福祉活動計画策定スケジュール 

年月日 内 容 等 

令和元年５月10日 第１回 計画策定検討会 

令和元年６月６日 第２回 計画策定検討会 

令和元年 

６月17日～８月31日 
地域福祉に関する小・中学生アンケート調査 

令和元年 

６月26日～７月16日 
地域福祉に関する市民アンケート調査 

令和元年９月６日 第３回 計画策定検討会 

令和元年 

10月７日～10月11日 
福祉関係者ヒアリング 

令和元年 

10月17日～11月４日 

地域福祉懇談会の実施 

（中学校区７区、８回実施） 

令和元年12月19日 第４回 計画策定検討会 

令和２年 

１月７日～２月４日 
パブリックコメントの実施 

令和２年２月21日 第５回 計画策定検討会 

 

 

＜主な様子・参考資料＞ 
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Ⅱ．地域福祉事業 １５ 小地域福祉座談会事業 

 

事業費総額 財源 

― ― 

 

事業概要 

地域住民や地域関係者、福祉施設職員等とともに、地域の長所や課題、地域

や自分たちでやってみたいことを話し合う地域福祉懇談会を実施します。 

 

実施内容・実績 

地域福祉懇談会 

実施日：令和元年１０月１９日～１１月４日 

 

地 区 名 場 所 参加者数 

黒江・船尾・日方地区 

（海南中学校区） 
海南保健福祉センター ３６名 

内海・冷水・大野地区 

（第三中学校区） 
海南保健福祉センター ３３名 

巽地区 

（巽中学校区） 
海南市役所 １３名 

亀川地区 

（亀川中学校区） 
海南市役所 １７名 

北野上・中野上・南野上地区 

（東海南中学校区） 
海南市住民センター ３５名 

下津地区 

（下津第一中学校区） 
海南市民交流センター ２５名 

大東・塩津・大崎地区 

（下津第二中学校区） 

下津防災コミュニティ 

センター 
３２名 

加茂・仁義地区 

（下津第二中学校区） 

下津防災コミュニティ 

センター 
１６名 

 

＜主な様子＞  
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Ⅱ．地域福祉事業 １６ 担い手発掘・育成事業 

 

事業費総額 財源 

１５５，０９６円 社協会費 

 

事業概要 

地域福祉活動を担っていただく人材を発掘し、育成するためのボランティ

ア養成講座やボランティア活動体験を実施します。 

 

実施内容・実績 

●ボランティア養成講座（おもちゃドクターの養成） 

  期 日：令和元年７月１９日 

  参加者：１６名 

  講 師：わかやまおもちゃ病院のドクター 

  内 容：①講話「おもちゃドクター・おもちゃ病院について」 

      ②実技「道具の使い方」「おもちゃの分解・組立」 

※ ボランティアグループ「かいなんおもちゃ病院」を立ち上げ、令和元年

９月２８日に開院しました。（県内４か所目） 

世帯数 おもちゃの数 修理率 活動日数 

６９世帯 １１０個 ９１％ ９日 

 

 

●収集ボランティア活動体験 

  期 日：令和元年５月６日、９月１４日 

  参加者：延べ２０名 

  内 容：いつでも・どこでも・誰でも・簡単にすぐ始められるボランティ

ア活動として、収集ボランティア活動（ペットボトルキャップの

選別・洗浄）を体験 

 数 量：１２０ｋｇ（約５１，６００個） 

 
 
 

 

＜主な様子＞   ボランティア養成講座         収集ボランティア活動体験 
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Ⅱ．地域福祉事業 １７ 福祉総合相談事業 

 

事業費総額 財源 

― ― 

 

事業概要 

様々な生活課題や福祉課題を相談できる福祉の総合相談窓口として、社協

内部で相談内容の共有、連携ができるグループウエアを活用し、相談内容の集

計、共有を行い、社協内部及び他機関と連携し、福祉相談支援体制の充実を図

ります。 

 

実施内容・実績 

相談受付状況 

相談件数 １５１件 

相談内容内訳 

ボランティア関連 ２１件 

地域福祉関連（サロン） ７件 

地域福祉関連 

（生活支援・介護予防サービス

提供主体等協議体） 

２件 

地域福祉関連（こども食堂） ４件 

地域福祉関連（その他） ５件 

福祉教育関連 ４件 

生活困窮関連 ３８件 

権利擁護関連 １４件 

資金貸付関連 １８件 

介護保険関連 ３件 

いきいき介護予防関連 １件 

募金、寄附金関連 ６件 

その他 ２８件 

他機関との連携 

医療 ３件 

学校 １件 

行政 ２２件 

民生委員・児童委員 ２件 

サロン ３件 

ボランティア ２件 

生活支援・介護予防サービス提

供主体等協議体 

１件 

こども食堂 1件 
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Ⅱ．地域福祉事業 １８ 生活困窮者自立相談支援事業 

 

事業費総額 財源 

１１，８６１，７４２円 市受託金、市補助金 

 

事業概要 
市の委託を受けて、生活保護に至る前の段階の生活困窮者に対して、包括的かつ

伴走型の支援を行い、自立の促進を図ることを目的とします。 

 

実施内容・実績 

生活や仕事の不安や悩みなど、相談者が抱える問題について、必要な情報提供や

助言を行ったり、どのような支援が必要かを相談者と一緒に考え、具体的な支援プ

ランを作成するなど、生活困窮者の自立に向けた支援を行いました。 

また、就労支援が必要な相談者には、ハローワーク等と連携し、就労後の見守り

や、相談者の状態に応じた就労支援を行いました。 

 

○相談者数（うち継続支援者数）               （単位 名） 

月 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 
合計 

相談 11 11 12 12 6 5 11 7 7 9 7 14 112 

継続 6 4 5 5 3 2 6 4 4 3 3 6 51 

 

○年齢・性別                      （単位 名） 

年齢 
１０

代 

２０

代 

３０

代 

４０

代 

５０

代 

６０

代 

７０ 

代 

８０代

以上 
不明 合計 

男 0 3 2 12 15 16 10 10 1 69 

女 0 0 7 4 7 10 8 3 4 43 

計 0 3 9 16 22 26 18 13 5 112 

 

○プラン作成件数                      （単位 件） 

月 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 
合計 

件数 0 1 0 2 0 0 1 1 3 0 0 2 10 
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○就労支援者数                        （単位 名） 

月 
4 

月 

5 

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 
合計 

人数 0 2 2 2 1 1 1 0 1 0 0 0 10 

 

 

 

＜参考資料＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談経路 

相談内容 
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Ⅱ．地域福祉事業 １９ 生活困窮者家計改善支援事業 

 

事業費総額 財源 

２，２５１，１７５円 市受託金 

 

事業概要 

市の委託を受け、多重債務や税金等の滞納など家計に課題のある世帯に対

し、家計表の作成と分析・評価を行い、家計を見直すことで、家計再建に向け

た相談支援を行います。 

 

実施内容・実績 

家計に問題を抱える生活困窮者からの相談に応じ、相談者とともに家計の

状況を「見える化」し、生活再生に向けた意欲を引き出す他、家計再建の計画

や家計に関する個別のプランを作成するなど、利用者自身の家計管理力を高

め、早期に生活が再生されるように支援しました。 

 

○利用者数 １３名（うち新規利用者数５名） 

○年齢・性別                      （単位 名） 

○相談対応延べ件数                    （単位 件） 

※主な相談内容 

・収入、生活費に関すること ・家賃や債務の支払いに関すること 

・税金や公共料金等の支払いに関すること など 

年齢 
１０

代 

２０

代 

３０

代 

４０

代 

５０

代 

６０

代 

７０ 

代 

８０代

以上 
不明 合計 

男 0 1 0 0 3 3 0 0 0 7 

女 0 0 2 2 2 0 0 0 0 6 

計 0 1 2 2 5 3 0 0 0 13 

項目 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 
合計 

電話 24 26 35 34 26 21 22 49 18 19 21 10 305 

来所 10 6 13 3 6 4 6 4 9 5 4 4 74 

訪問 1 6 2 8 4 3 3 5 3 3 2 2 42 

メール 0 0 0 0 0 0 2 6 22 22 12 38 102 

その他 3 4 6 5 4 3 4 5 6 7 9 24 80 

計 38 42 56 50 40 31 37 69 58 56 48 78 603 

 

＜参考資料＞ 

 

 

 

年 度 利用者数 うち新規利用者数 

平成３０年度 １７名 ９名 

平成２９年度 １７名 １０名 
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Ⅱ．地域福祉事業 ２０ 生活支援体制整備事業 

 

事業費総額 財源 

７，２４８，２４５円 市受託金、市補助金 

 

事業概要 

高齢者の生活支援・介護予防サービスの体制整備を推進するため、市の委託

を受けて、生活支援コーディネーターとして、地域住民等と連携しながら、地

域における支援体制の充実及び強化を図ります。 

 

実施内容・実績 

ア 市内全域（第１層協議体）の取り組み 

生活支援・介護予防サービス提供主体等協議体への参加 ２回 

地域ケア推進会議への参加 ３回 

地域ケア個別会議への参加 １８回 

医療・介護連携推進会議への参加 ２回 

 

イ 旧小学校区範囲で協議できる場づくりの推進（第２層協議体設置活動）や

地域課題解決に向けての活動実践 

圏域 旧小学校区 実施回数 

西部圏域 日方地区 ６回 

東部圏域 亀川地区 ８回 

南部圏域 

下津地区 ５回 

大東地区 ８回 

塩津地区 １回 

大崎地区 ３回 

 

ウ みんなで創ろう 助け合い社会フォーラムの開催（海南市との共催） 
 

期 日 令和２年１月２５日 

場 所 海南市民交流センター 

内 容 
１．海南市の現状について説明 海南市社会福祉協議会 

２．活動報告 大東地区 、塩津地区の取り組み 

参加者 １１１名 

＜主な様子＞ 
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Ⅱ．地域福祉事業 ２１ 支え合い地域づくり事業 

 

事業費総額 財源 

６０，０００円 社協会費 

 

事業概要 

地域の高齢者や子どもたちをはじめ、住民みんなが住み慣れた地域や家庭

で、快適に安心していきいきと生活できるよう、助け合い・支え合いなどの地

域福祉活動を実施することに対して、費用の一部を助成します。 

 

実施内容・実績 

市内のこども食堂の運営支援のための費用として、２団体へ各３０，０００

円を助成しました。また、運営や広報等に関する支援を行うとともに、主体と

なって運営しているボランティアグループに支援を希望する団体やボランテ

ィアの紹介を行いました。 

 

きうちこども食堂 

地 区 実施回数 利用者数 

内海地区 10回 延べ 1,445名（うち子ども延べ 933名） 

 ※7 月はこども食堂を開催せず、日限地蔵の百均食堂にてかき氷を出店 

 

オナカスイータ ～ちいさな家～ 

地 区 実施回数 利用者数 

船尾地区 10回 延べ 1,437名（うち子ども延べ 559名） 

 

 

 

＜主な様子・参考資料＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年  度 地  区 実施回数 参加者数 

平成３０年度 
内海地区 １１回 延べ１，３７７名（うち子ども延べ７８０名） 

船尾地区 １２回 延べ１，４８３名（うち子ども延べ４６６名） 
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Ⅱ．地域福祉事業 ２２ 福祉サービス利用援助事業 

 

事業費総額 財源 

１３，７３０，１９０円 
県社協受託金、県社協助成金、市補助金、一般財源、 

その他（利用料） 

 

事業概要 

県社会福祉協議会の委託を受けて、判断能力が不十分な高齢者や知的障害、

精神障害のある方などに対して、福祉サービスの利用援助や日常生活上の手

続き援助、日常的な金銭管理、書類等の預かりなどによる支援を行います。 

 

実施内容・実績 

判断能力が不十分な方が、安心して日常生活が送れるように、定期的に訪問

し、福祉サービスの利用や暮らしに必要な金銭の出し入れのお手伝いを行う

他、福祉サービス以外の日常生活上の手続きについても、できる範囲で相談や

情報の提供を行いました。 

 

○利用状況 

○相談状況 

 

 
 

 高 齢 者 知的障害者 精神障害者 そ の 他 合 計 

前年度末 

利用者数 
１２名 １１名 ２２名 ３名 ４８名 

新規利用者数 ５名 ０名 １名 ０名 ６名 

小  計 １７名 １１名 ２３名 ３名 ５４名 

契約終了者数 ３名 １名 ２名 ０名 ６名 

現利用者数 １４名 １０名 ２１名 ３名 ４８名 

 高 齢 者 知的障害者 精神障害者 そ の 他 合 計 

相 談 件 数 ９８件 ７８件 １１５件 ２件 ２９３件 

うち初回相談 １０件 ２件 １件 １件 １４件 

 

＜参考資料＞ 

 

 高 齢 者 知的障害者 精神障害者 そ の 他 合 計 

平成３０年度末 

利用者数 
１２名 １１名 ２２名 ３名 ４８名 

平成２９年度末 

利用者数 
１３名 ９名 ２３名 ３名 ４８名 
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Ⅱ．地域福祉事業 ２３ 生活資金貸付事業 

 

事業費総額 財源 

２５５，０００円 貸付基金 

 

事業概要 

災害、疾病その他の事情により生活に困窮をきたした世帯に対し、生活資金

の貸付けと必要な相談支援を行うことにより、経済的自立の助長と生活意欲

の向上を図ることを目的としています。 

 

 

 

 

貸付申込限度額 据置期間 償還期間 

１世帯につき 

上限７０，０００円 
６か月以内 ２年以内 

 

実施内容・実績 

社会福祉対策の一環として、災害や疾病その他の事情により生活に困窮を

きたした方に、小口の生活資金を貸付け、その経済的自立の助長と生活意欲の

向上を図るため、生活困窮者自立支援制度と連携しながら包括的な支援を行

いました。 

また、電話や訪問による償還指導や生活状況の把握を行うなどの債権管理

を行いました。 

 

○資金貸付状況 

 

 

 

 

 

 

件 数 貸付金額 償還率 

５件 ２５５，０００円 ３０．８％ 

 

＜参考資料＞ 

 

年 度 件 数 貸付金額 償還率 

平成２９年度 ２３件 １，３３０，０００円 ５３．１％ 

平成３０年度 ７件 ３８５，０００円 ４７．９％ 
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Ⅱ．地域福祉事業 ２４ 生活福祉資金貸付事業 

 

事業費総額 財源 

４７２，０９９円 県社協受託金 

 

事業概要 

県社会福祉協議会の委託を受けて、低所得者、高齢者又は障害者世帯に対し

て資金の貸付けの他、相談支援を行うことにより、その経済的自立及び生活意

欲の助長並びに社会参加の促進を図ることを目的としています。 

 

実施内容・実績 

低所得世帯、障害者世帯、高齢者世帯に対し、安定した生活を営むための援

助施策として、また世帯の生計中心者の失業等により生計の維持が困難とな

った世帯への援助施策として、次のとおり生活福祉資金貸付事業を実施し、生

活困窮者自立支援制度と連携するなど包括的な支援を行いました。 

また、県社会福祉協議会と連携し、償還金の滞納世帯に対して電話や訪問に

よる償還指導や生活状況の把握を行うなどの債権管理を行いました。 

 

○資金貸付状況 

 
 

貸付種類 件数 貸付金額 

総合支援資金 生活支援費 １件 ４７１，４６８円 

福祉資金 
福祉費 １０件 ８４６，８６２円 

緊急小口資金 １件 ７０，０００円 

教育支援資金 
教育支援費 １件 １，４４０，０００円 

就学支度費 ２件 １，０００，０００円 

合  計 １５件 ３，８２８，３３０円 

 

＜参考資料＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

年度 貸付種類 件数 貸付金額 

平
成
３０
年
度 

総合支援資金 
生活支援費 ４件 １，３７５，８００円 

一時生活再建費 ２件 ８８６，２３２円 

福祉資金 
福祉費 ６件 １，６８９，２７３円 

緊急小口資金 １件 １００，０００円 

教育支援資金 
教育支援費 ４件 １１，１３６，０００円 

就学支度費 ４件 １，３４７，３７０円 

合  計 ２１件 １６，５３４，６７５円 
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Ⅲ．在宅介護事業 １ 介護保険訪問介護事業 

 

事業費総額 財源 

３７，３４６，７３０円 介護保険事業収入、介護保険運営積立資産、障害福祉ｻｰﾋﾞｽ事業収入 

 

事業概要 

要介護・要支援認定を受けた利用者が居宅において自立した日常生活を営

むことができるよう、訪問介護員を派遣して生活援助や身体介護のサービス

を提供します。 

   

実施内容・実績 

ア 介護保険訪問介護事業 

実利用者数（延べ利用者４３１名）              （単位 名） 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

利用者数 38 38 39 40 36 39 

月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

利用者数 36 36 36 33 30 30 

サービス提供時間（サービス提供時間合計 6,586.51 時間）   （単位 時間） 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

生活援助 328.00 354.66 330.50 405.66 408.33 359.83 

身体介護 208.50 228.83 228.41 225.50 166.66 145.91 

合  計 536.50 583.49 558.91 631.16 574.99 505.74 

月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

生活援助 365.75 366.58 290.33 374.83 359.25 319.66 

身体介護 158.50 173.33 163.08 233.66 193.50 197.25 

合  計 524.25 539.91 453.41 608.49 552.75 516.91 

イ 介護予防・日常生活支援総合事業訪問介護事業 

実利用者数（延べ利用者数４２２名）             （単位 名） 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

利用者数 33 33 34 35 36 38 

月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

利用者数 36 37 32 38 34 36 

サービス提供時間（サービス提供時間合計 2,344.08 時間）   （単位 時間） 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

生活援助 198.08 203.00 178.25 223.25 190.25 176.75 

身体介護 0.00 0.00 0.00 0.00 1.50 4.25 

合  計 198.08 203.00 178.25 223.25 191.75 181.00 

月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

生活援助 218.00 171.75 175.25 197.00 193.00 195.50 

身体介護 6.75 6.00 4.50 1.00 0.00 0.00 

合  計 224.75 177.75 179.75 198.00 193.00 195.50 
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＜参考資料＞ 

 

〇介護保険訪問介護事業 

年  度 延べ利用者数 サービス提供時間 

平成３０年度 ５６０名 ８，４４３．８０時間 

平成２９年度 ５５４名 ９，５０１．５１時間 

 

〇介護予防・日常生活支援総合事業訪問介護事業 

年  度 延べ利用者数 サービス提供時間 

平成３０年度 ４４０名 ２，５１８．９９時間 

平成２９年度 ２２４名 １，３５７．００時間 

 

〇介護予防訪問介護事業 

年  度 延べ利用者数 サービス提供時間 

平成３０年度 ０名 ０．００時間 

平成２９年度 １８７名 １，１５７．０８時間 

※ 介護予防訪問介護事業は、介護予防・日常生活支援総合事業訪問介護事業に移行し、 

平成２９年度で終了しました。 
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Ⅲ．在宅介護事業 ２ 介護保険居宅介護支援事業 

 

事業費総額 財源 

１１，５３４，５２５円 介護保険事業収入、障害福祉サービス事業収入 

 

事業概要 

要介護・要支援認定を受けた利用者が、居宅において自立した日常生活を営

むことができるように、介護支援専門員がケアプランの作成や各居宅サービ

ス提供事業者との連絡、調整等を行います。 

 

実施内容・実績 

ア 介護保険居宅介護支援事業 

実利用者数（延べ利用者６７６名）              （単位 名） 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

利用者数 64 59 64 62 57 57 

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

利用者数 54 56 53 51 49 50 

 

イ 介護予防支援事業 

実利用者数（延べ利用者８１名）               （単位 名） 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

利用者数 5 5 4 5 6 7 

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

利用者数 7 7 7 8 10 10 

 

ウ 介護予防・日常生活支援総合事業介護予防支援事業 

実利用者数（延べ利用者３３名）               （単位 名） 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

利用者数 2 2 2 3 2 2 

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

利用者数 4 3 3 3 3 4 

 

 

 

＜参考資料＞ 

 

〇介護保険居宅介護支援事業 

年  度 延べ利用者数 

平成３０年度 ９３２名 

平成２９年度 １，０２４名 
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〇介護予防支援事業 

年  度 延べ利用者数 

平成３０年度 ６９名 

平成２９年度 ９９名 

 

〇介護予防・日常生活支援総合事業介護予防支援事業 

年  度 延べ利用者数 

平成３０年度 ６２名 

平成２９年度 ３１名 
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Ⅲ．在宅介護事業 ３ 障害福祉サービス居宅介護事業 

 

事業費総額 財源 

５，１８４，２９１円 障害福祉サービス事業収入 

 

事業概要 

障害福祉サービスの利用者が、居宅において自立した日常生活を営むこと

ができるように、訪問介護員を派遣して家事援助や身体介護のサービスを提

供します。 

 

実施内容・実績 

障害福祉サービス居宅介護事業 

実利用者数（延べ利用者１５０名）              （単位 名） 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

利用者数 14 14 13 13 12 12 

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

利用者数 12 12 12 12 12 12 

サービス提供時間（サービス提供時間合計 1,801.83時間）   （単位 時間） 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

家事援助 114.00 124.00 118.50 118.50 111.50 95.75 

身体介護 38.50 42.00 40.00 43.50 42.00 40.50 

合  計 152.50 166.00 158.50 162.00 153.50 136.25 

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

家事援助 95.50 90.50 90.08 118.50 113.50 117.00 

身体介護 44.00 40.50 42.00 39.50 40.50 41.50 

合  計 139.50 131.00 132.08 158.00 154.00 158.50 

 

 

 

 

＜参考資料＞ 

 

年  度 延べ利用者数 サービス提供時間 

平成３０年度 １６９名 １，９８２．２５時間 

平成２９年度 １８３名 ２，６６９．７５時間 
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Ⅲ．在宅介護事業 ４ 障害福祉サービス同行援護事業 

 

事業費総額 財源 

４４９，０００円 障害福祉サービス事業収入 

 

事業概要 

障害福祉サービスの利用者が、居宅において自立した日常生活を営むこと

ができるように、訪問介護員を派遣して外出時の同行援護のサービスを提供

します。 

 

実施内容・実績 

障害福祉サービス同行援護事業 

実利用者数（延べ利用者２３名）               （単位 名） 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

利用者数 3 2 2 2 1 1 

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

利用者数 2 2 2 2 2 2 

サービス提供時間（サービス提供時間合計 127.00時間）    （単位 時間） 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

家事援助 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

身体介護 15.00 12.50 12.00 12.00 3.00 6.00 

合  計 15.00 12.50 12.00 12.00 3.00 6.00 

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

家事援助 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

身体介護 13.00 10.00 15.50 8.00 8.50 11.50 

合  計 13.00 10.00 15.50 8.00 8.50 11.50 

 

 

 

 

＜参考資料＞ 

 

年  度 延べ利用者数 サービス提供時間 

平成３０年度 ２４名 １１１．００時間 

平成２９年度 ３０名 １１１．２５時間 
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Ⅲ．在宅介護事業 ５ 障害福祉サービス移動支援事業 

 

事業費総額 財源 

１６３，５１１円 障害福祉サービス事業収入 

  

事業概要 

障害福祉サービスの利用者が、居宅において自立した日常生活を営むこと

ができるように、訪問介護員を派遣して外出時の移動支援のサービスを提供

します。 

 

実施内容・実績 

障害福祉サービス移動支援事業 

実利用者数（延べ利用者２４名）               （単位 名） 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

利用者数 2 2 2 2 2 2 

月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

利用者数 2 2 2 2 2 2 

サービス提供時間（サービス提供時間合計 137.00時間）    （単位 時間） 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

家事援助 12.00 10.50 10.50 10.50 9.50 9.50 

身体介護 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

合  計 12.00 10.50 10.50 10.50 9.50 9.50 

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

家事援助 11.50 14.00 11.50 13.00 10.50 14.00 

身体介護 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

合  計 11.50 14.00 11.50 13.00 10.50 14.00 

 

 

 

 

＜参考資料＞ 

 

年  度 延べ利用者数 サービス提供時間 

平成３０年度 ２９名 １８９．５０時間 

平成２９年度 ３０名 ２０２．５０時間 
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Ⅳ．在宅福祉事業 １ いきいき介護予防事業 

 

事業費総額 財源 

１０，４４８，７００円 市受託金 

 

事業概要 

市の委託を受けて、高齢者の自立的生活を助長するとともに、利用者相互の

ふれあいと交流を深め、健康の保持及び増進を図ります。 

 

実施内容・実績 

下津保健福祉センターにおいて、健康チェック、ラジオ体操、レクリエーシ

ョン、入浴、給食、送迎等のサービスを提供しました。（開設日数：１９１日） 

延べ利用者数 男 性 女 性 合 計 

地 区 等 ６６３名 １，４０７名 ２，０７０名 

一人暮らし ５名 ３５９名 ３６４名 

フリーデイ ７３２名 ７１８名 １，４５０名 

合 計 １，４００名 ２，４８４名 ３，８８４名 

 

実利用者数 

男 性 女 性 合 計 

１４９名 ３４３名 ４９２名 

 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため令和２年２月１９日より２８日間

休業 

 

 

 

 

 

＜参考資料＞ 

 

年  度 
延べ利用者数 実利用者数 

開設日数 
男性 女性 合計 男性 女性 合計 

平成３０年度 1,608名 2,732名 4,340名 169名 359名 528名 217日 

平成２９年度 1,650名 2,840名 4,490名 182名 401名 583名 217日 
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Ⅴ．その他の関連事業 １ 共同募金運動 

 

事業費総額 財源 

３３５，９８４円 共同募金事務費 

 

事業概要 

共同募金は、民間の社会福祉事業や活動のための資金として活用され

ており、県内の様々な福祉課題の解決に役立てるため、「じぶんの町を良

くするしくみ」とする共同募金運動を実施します。 

 

実施内容・実績 

●共同募金 

自治会の方々、民生委員・児童委員協議会、ボランティア等のご尽力をいた

だき、共同募金運動（１０月１日～翌年３月３１日）を実施しました。 

目 標 額 実 績 額 達 成 率 

８，７３２，０００円 ７，５４６，９０３円 ８６．４％ 

 

●実績額内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戸別募金 ６，５５９，８６５円 

街頭募金 １２０，２１９円 

職域募金 ６８６，４６６円 

ｲﾍﾞﾝﾄ募金 ４２，６３８円 

個人募金 ５，０００円 

そ の 他 １３２，７１５円 

合  計 ７，５４６，９０３円 

 

＜参考資料＞ 

 

共同募金 

年  度 目 標 額 実 績 額 達 成 率 

平成３０年度 ８，７３２，０００円 ７，９４０，６２０円 ９０．９％ 

平成２９年度 ８，７３２，０００円 ７，８９４，０６５円 ９０．４％ 
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Ⅴ．その他の関連事業 ２ 赤十字活動資金事業 

 

事業費総額 財源 

２９８，４７０円 日本赤十字事務費 

 

事業概要 

災害時における救護活動や救急法に基づく応急手当等の各種講習会の普

及、高齢者の健康生活支援講習などを行うための赤十字活動資金を募集しま

す。また、災害により被災された方々を支援し、生活再建の一助とするための

義援金の受付を行います。 

 

実施内容・実績 

●赤十字活動資金 

自治会や赤十字奉仕団の方々のご尽力をいただき、赤十字活動資金募集を５

月１日から５月３１日まで実施しました。 

目 標 額 実 績 額 達 成 率 

７，６９０，０００円 ６，６７２，５４６円 ８６．８％ 

 

●義援金 

災害により被災された方々を支援するための義援金の受付を行い、全額を日

本赤十字社へ送金しました。 

名 称 金 額 件 数 

平成３０年北海道胆振東部地震 ６０９円 １件 

令和元年台風第１９号災害 ５９６，５８１円 ２１件 

 

 

 

 

 

 

＜参考資料＞ 

 

  赤十字活動資金 

年  度 目 標 額 実 績 額 達 成 率 

平成３０年度 ７，６８８，０００円 ６，９２０，７３２円 ９０．０％ 

平成２９年度 ７，６８８，０００円 ７，１１８，５８７円 ９２．６％ 

 


